The low-level radioactive waste generated from research institutions and hospitals etc. is packed into a container and is kept. The volume reduction state by incineration and the compression processing or the unprocessed state because neither landfill sites nor disposal methods have been fixed. Especially, because the bulk density is low, and it is easy to disperse, the low-level radioactive waste incineration ash incinerated for the volume reduction has a big issue problem in security, safety, stability in the inventory location. A safe and appropriate disposal processing method is desired. When the low temperature sintering method in the use of the glass bottle cullet was examined, it was verified that volume reduction and stabilization of low-level radioactive waste incineration ash. The proposed method is useful for the easy treatment of the low-level radioactive waste incineration ash. Key words: radioactive waste, incineration ash, volume reduction, low temperature sintering, glass bottle cullet 1．緒 言 日本国内では，原子力分野のみならず多くの分野で放 射性同位元素(RI)が利用されている。例えば，研究開 発分野ではトレーサーとして， 医療分野では種々の診断， 治療に，実用的な分野としては滅菌処理や非破壊検査等 にも利用されている。現在，RI を利用している事業所数 は約 5,000 事業所ある 1) 。これらの事業所での RI の利用 に伴って，注射器，試験管，作業着，廃液，実験動物や 使用済みの密封線源等が放射性廃棄物として大量に発生 している。 原子力発電所等から発生する高レベル放射性廃棄物に ついては，ガラス素材と混ぜて高温で溶融し，冷却固化 させる溶融固化 2) が行われている。低レベル放射性廃棄 物については，①セメントと混ぜて固化させるセメント 固化，②溶融したアスファルトと共に混合して固化させ るアスファルト固化，③プラスチック重合体により固化 させる樹脂固化による方法など 3) がある。こうした方法 を実施した場合，ガラス溶融固化は 1200°C 以上の高温 処理が必要で， 低沸点 RI 成分の揮散の問題や溶融処理設 備に多大な投資が必要となる。また，セメント固化は廃 棄物量が 2 倍程度に増量するために，廃棄物容量で見積 もられる最終処分用地がその分増加するという欠点があ る。さらにアスファルト固化や樹脂固化は，固化体が可 燃性であるという欠点がある。 研究機関や病院などから発生する低レベル放射性廃棄 物は，処分方法が確定していないため，焼却や圧縮処理 により減容化された状態または未処理の状態でドラム缶 に詰めて保管されている。特に，減容化のために焼却さ れた低レベル放射性廃棄物焼却灰は，比重が軽く，飛散 しやすく，容量が嵩むので保管場所の確保，安全性，安 定性，取り扱いなどの面で問題がある。焼却灰のドラム 缶による保管では，火災や爆発などの事故が起きたとき に放射性物質が飛散する危険性がある。さらに，一般の 焼却灰に比べ放射性廃棄物焼却灰の処分費は数十倍以上 もかかると考えられるため， より最終処分に近い安全で， 安定した処理方法が求められている。 著者らは，これまで廃ガラス(カレット)のリサイク ルとして，ガラスびん以外への用途開発に取り組んでき た 4-6) 。本報では，低レベル放射性廃棄物焼却灰に対し， カレットを用いた低温焼結法を検討したところ，放射性 廃棄物焼却灰の減容化，安定固化に画期的な効果が得ら れることが分かったので報告する。 キーワード：放射性廃棄物，焼却灰，減容化，低温焼結， ガラスびんカレット 1 東京都立産業技術研究センター 2 東京農工大学大学院生物システム応用科学研究科 平成 18 年 7 月 8 日受理 20060708
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